
実施報告書－１

「校庭芝生化地域連携事業」　実績報告書

区市町村名

学校名 立

１　事業目的 協議会名

２　主な取組と成果

３　取組内容

４　今後について

令和 2年度

瑞穂町 瑞穂第二小学校

１　親子で芝生との触れ合い　【コロナウイルス感染防止のため中止】
　◇対象　　　  全校児童、保護者、教職員
　◇実施日　   令和２年６月１３日（土）
　◇参加予定人数　２５９名（児童２３９名・教職員２０名）
　◇主な内容　学級毎に、親子で一緒に遊べるゲームを行う予定でした。
２　縦割り班活動（児童集会、ロング昼休み）　【コロナウイルス感染防止のため中止】
　◇対象　   　 全児童、教職員
　◇実施日　   ７月９日（木）
  ◇参加人数　２５９名（児童２３９名　教職員２０名）
　◇主な内容　縦割り班毎に遊びやゲームを行う。
３　芝刈り
（１）◇対象　　   保護者、教職員
　　 ◇実施日　   ７月３１日（金）　８月２０日（木）
     ◇参加人数　４０名（保護者２８名　教職員１２名）
（２）◇対象　　   少年サッカーコーチ・保護者
     ◇実施日　   ８月１５日（土）
     ◇参加人数　１０名
（３）◇対象        芝生サポート委員会
     ◇実施日　   １０月６日（火）
     ◇参加人数　１０名
４　地区納涼祭　　【今年度は、雨のため中止】
　　◇対象　　　児童、保護者、地域の方（町内会・地区青少年協議会・自治会・寿会・
　　　　　　　　　子供育成会・PTA・学校）
　　◇実施日　令和２年８月１日（土）

瑞穂

【課題】
○今年度コロナウイルス感染防止対策のため、１・２学期の学校行事の多くがが中止になった。また、
PTAも発足しなかったことにより、本部役員が中心となって活動してきたが、例年どおりの活動ができ
なかったので、来年度の引継ぎが課題である。
○子供の健全育成・体力向上を目指した取り組みを、地域とのコミュニティを踏まえて進めていく。
【今後の方針】
〇今年度実施できなかった行事の精選を行うとともに、引継ぎ資料を作成し、改善していく。
○教職員の働き方改革も含め、地域と連携を図りながら、芝生を活用した運動の取組や地域行事をと
おした学校と地域の交流の推進する。

芝生維持管理委員会（ミズニー芝生サポート委員会）

　学校と保護者，地域住民，スポーツ団体が芝生の維持管理を連携・協働して行う仕組みづくりを推進
することを通して，学校を中心とした地域のコミュニティをはぐくむとともに子供の心身の成長・発達や
地域の教育力の向上を目指す。

芝生維持管理事業＞芝刈り、施肥、散水、雑草取り、芝生の補植等
○瑞穂二小芝生維持管理委員会を組織し、活動の推進役として、円滑な活動が実施できた。
○今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、予定していた活動が実施できなかったが、これを
機会に行事の精選を図る。また、設利用団体は、年間実施日を決めて芝刈り等を実施し、芝生維持の
理解と苦労、芝生を活かした活動の効用を理解できた。
＜芝生活用事業＞
○地区納涼祭【中止）　　　○地区防犯子ども冬祭り【検討中】
　・保護者・地域と連携し、子供と地域の方々との交流を通して、子供の健全育成と地域の活性が図ら
れた。
○芝生上での運動・遊びの充実
　・校内マラソン大会【３学期実施予定】、専門家やアスリートによる「スポーツ教室」等【中止】
　・体育授業や休みの時間の遊び（はだしになっての鬼ごっこ、側方倒立回転等の回転遊び等）


